
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
植
松
建
設
は
、
１
９
３
３（
昭
和
８
）年

に
土
木
工
事
を
生
業
と
す
る「
植
松
組
」と
し
て
創
業
。

以
来
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
土
木
工
事
を
中
心
に
事
業

を
展
開
し
、
現
在
で
は
下
水
道
の
維
持
・
管
理
業
や
不

動
産
業
に
も
業
域
を
拡
大
す
る
な
ど
、
地
域
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
学
校
と
連

携
し
、
工
事
現
場
見
学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入

れ
な
ど
、
地
域
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
も
寄
与

し
て
い
る
。

同
社
で
は
、
事
業
を
支
え
る
貴
重
な
戦
力
と
し
て
高

齢
社
員
を
尊
重
し
、
２
０
２
２（
令
和
４
）年
に
定
年

制
を
廃
止
。
だ
れ
も
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
の
実
現

に
注
力
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
会
社
に
か
か
わ

る
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
す「
互ご

恵け
い

」

と
い
う
経
営
理
念
が
あ
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
に
向
け
、

定
年
制
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
個
々
の
体
力
や
健

康
状
態
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
を
構
築
し
た
。

2�

経
営
者
が
つ
ね
に
現
場
を
回
り
、
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
り
、
社
員
が
自
ら
の
考
え
を

伝
え
た
り
、
提
案
し
や
す
い
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
組
織
内
の
改
善
活
動
を
活
性
化
し
、

業
務
の
効
率
化
や
品
質
向
上
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
。

3�

現
場
で
直
接
指
導
を
行
う
Ｏ
Ｊ
Ｔ
制
度
に
よ
り
、
高

齢
社
員
が
持
つ
技
術
や
経
験
を
若
手
社
員
に
継
承
し

て
い
る
。
ま
た
、
会
社
が
費
用
を
負
担
す
る
資
格
取

得
支
援
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
社
員
一
丸
と
な
っ

て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4�

機
器
の
コ
ー
ド
レ
ス
化
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
社
員
の

負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
作
業
効
率
と
安
全
性

が
向
上
。
ま
た
、
す
べ
て
の
社
員
の
健
康
意
識
の
向

株
式
会
社

株
式
会
社  

植植う

え

う

え

松松ま

つ

ま

つ

建建け

ん

け

ん

設設せ

つ

せ

つ

（
佐
賀
県

（
佐
賀
県
鹿鹿かか

島島し
ま
し
ま

市
）
市
）

定
年
制
を
廃
止
し
、

定
年
制
を
廃
止
し
、

だ
れ
も
が
生
涯
現
役
を
目
ざ
せ
る
職
場
環
境
を
実
現

だ
れ
も
が
生
涯
現
役
を
目
ざ
せ
る
職
場
環
境
を
実
現

株式会社 植松建設
（佐賀県鹿島市）

 創業　1933（昭和８）年
 業種　建設業
 社員数　	 40人 （2024年4月1日現在）
  60歳以上　10人

（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 6人	 （15.0％）
	 65～69歳	 2人	 （5.0％）
	 70歳以上	 2人		  （5.0％）

 定年・継続雇用制度
定年なし。最高年齢者は75歳

高年齢者活躍企業コンテスト
令和6年度

厚生労働大臣表彰

最優秀賞企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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上
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な
健
康
管
理
体
制
の
整
備

を
推
進
し
て
い
る
。

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
社
は
１
９
３
３
年
に
植
松
組
の
名
で
創
業
さ
れ

た
。
１
９
６
２
年
に
有
限
会
社
化
し
、
１
９
９
２（
平

成
４
）年
に
株
式
会
社
植
松
建
設
を
設
立
。
創
業
当
初

は
土
木
工
事
が
主
た
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
業

容
を
拡
大
し
、
現
在
は
土
木
・
建
築
工
事
の
ほ
か
、
下

水
道
の
維
持
・
管
理
業（
下
水
道
管
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
、
管
洗
浄
、
補
修
な
ど
）や
不
動
産
業
な
ど
を
幅
広

く
営
ん
で
い
る
。

経
営
理
念
に「
互
恵
」を
掲
げ
、
会
社
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
な
が
ら
、

地
域
貢
献
を
進
め
て
き
た
。
社
内
、
社
外
を
問
わ
ず
教

育
投
資
に
積
極
的
で
地
域
の
人
材
育
成
も
視
野
に
入

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ建
設
業
界
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足
の
恒
常
化
と
と

も
に
働
く
人
た
ち
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
同
社

で
も
近
年
は
社
員
の
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
新
た
な
人
材
獲
得
の
た
め
に
地
元
の
テ
レ
ビ
で

Ｃ
Ｍ
を
展
開
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
若
手
の
採
用
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
社
員
数
は
倍
増
し
、
10

代
・
20
代
の
社
員
が
、
全
体
の
約
３
割
を
占
め
る
ま
で

に
な
っ
た
。
一
方
、
従
来
の
定
年
年
齢
は
65
歳
で
あ
っ

た
が
、
定
年
後
継
続
雇
用
で
65
歳
以
上
の
社
員
も
在
籍

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
実
態
に
合
わ
せ
て
２
０
２
２

年
に
定
年
制
を
廃
止
。
高
齢
社
員
を
含
め
た
社
員
全
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
構
築
に
邁
進
し
て
き
た
。

現
在
60
歳
以
上
の
社
員
が
全
体
の
25
％
を
占
め
て
お

り
、
最
高
年
齢
者
は
75
歳
で
あ
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
制
の
廃
止

旧
制
度
で
は
定
年
65
歳
、
継
続
雇
用
の
上
限
年
齢
を

70
歳
と
し
て
い
た
が
、
２
０
２
２
年
に
就
業
規
則
を
改

定
し
、
定
年
制
を
廃
止
し
た
。
制
度
改
定
の
中
心
的
な

役
割
を
に
な
っ
た
総
務
課
長
自
身
が
、
70
歳
と
い
う
継

続
雇
用
の
年
齢
制
限
を
2
年
後
に
迎
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
制
度
改
定
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
定
年
が
な

く
な
る
こ
と
で
、
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
て
、
今
後
の

人
生
設
計
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」と
、

職
務
に
対
し
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
っ
た
と
話
し
て
い

る
。

②
人
事
評
価

社
長
と
の
年
１
回
の
面
談
を
実
施
し
、
高
齢
社
員
の

思
い
や
願
い
を
直
接
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
年
齢
に
か

か
わ
り
な
く
、
評
価
に
応
じ
た
昇
給
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
新
入
社
員
に
は
、
入
社
後
１
・
３
・
６
・
12
カ

月
の
年
４
回
の
社
長
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

③
柔
軟
な
勤
務
制
度

定
年
制
廃
止
に
と
も
な
い
、
勤
務
形
態
の
見
直
し
に

着
手
。
個
々
の
体
力
の
低
下
や
健
康
状
態
な
ど
を
考
慮

し
、
柔
軟
に
働
け
る
勤
務
制
度
を
構
築
し
た
。
短
日
勤

務
制
度
・
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
、
本
人
の
希
望
に

応
じ
て
働
け
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
身

の
病
気
や
家
族
の
介
護
、
出
産
、
子
育
て
な
ど
、
本
人

の
申
し
出
に
応
じ
て
柔
軟
に
勤
務
形
態
を
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
人
材
の
定
着
と
離
職
防
止
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

年
に
１
回
、
社
員
全
員
か
ら
社
内
設
備
の
充
実
や
機

材
購
入
の
提
案
を
募
っ
て
お
り
、
こ
の
取
組
み
に
よ
り

社
員
も
意
見
や
提
案
が
し
や
す
く
な
り
、
積
極
的
に
意

見
を
出
し
合
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
社

員
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て

お
り
、
日
常
業
務
や
研
修
に
お
い
て
、
豊
か
な
経
験
を

エルダー9
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活
か
し
て
サ
ポ
ー
ト・フ
ォ
ロ
ー
役
を
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、組
織
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
り
、

佐
賀
県
の
多
文
化
共
生
さ
が
推
進
課
と
と
も
に
チ
ー
ム

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
チ
ー

ム
間
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

②
Ｏ
Ｊ
Ｔ
制
度
に
よ
る
効
果
的
な
技
能
継
承
の
取
組
み

後
継
者
育
成
の
た
め
に
若
手
社
員
か
ら
の
希
望
を
聞

き
と
り
、
身
に
つ
け
た
い
技
術
に
つ
い
て
、
現
場
で
直

接
指
導
す
る
こ
と
で
技
能
継
承
を
行
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
型
枠
大
工
や
左
官
、
石
積
み
な
ど
の
分
野
で
は
、

若
手
社
員
が
希
望
す
る
技
術
を
高
齢
技
術
者
の
も
と
、

習
得
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
る
。

③
資
格
取
得
支
援
制
度

高
齢
社
員
も
含
め
た
全
社
員
を
対
象
に
「
資
格
取
得

支
援
制
度
」
を
導
入
し
て
お
り
、
資
格
取
得
に
必
要
な

講
習
代
や
教
材
、
交
通
費
な
ど
の
費
用
を
会
社
が
負
担

し
て
い
る
。
資
格
取
得
者
が
増
加
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ

ス
品
質
や
安
全
性
の
向
上
、
工
事
受
注
数
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

④
ペ
ア
就
労
で
双
方
向
の
知
識
共
有
が
実
現

施
工
管
理
の
分
野
で
は
、
高
齢
社
員
と
若
手
社
員
が

ペ
ア
を
組
ん
で
工
事
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
高
齢
社
員

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
若
手
社
員
に
と
っ
て

は
高
齢
社
員
か
ら
仕
事
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
Ｉ
Ｔ
機
器
に
つ
い
て
は
、
若
手
社
員
が
高
齢
社

員
に
操
作
手
順
な
ど
を
教
え
て
お
り
、
双
方
向
の
知
識

共
有
が
実
現
し
て
い
る
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
作
業
環
境
の
改
善

▼
軽
量
機
器
の
導
入
と
機
器
の
コ
ー
ド
レ
ス
化

高
齢
社
員
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
機
材
を
選
定
す

る
こ
と
で
効
率
的
か
つ
安
全
に
作
業
を
行
え
る
環
境
が

整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
作
業
で
使
用
す
る
機
器
の
コ
ー

ド
レ
ス
化
を
進
め
て
お
り
、
コ
ー
ド
が
な
い
こ
と
で
機

器
を
持
っ
て
移
動
す
る
際
の
転
倒
や
転
落
の
リ
ス
ク
が

軽
減
さ
れ
、
安
全
性
が
向
上
し
た
だ
け
で
な
く
、
転
倒

災
害
の
防
止
に
配
慮
し
た
コ
ー
ド
の
配
線
作
業
そ
の
も

の
も
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
も
効
率
化
し
た
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導
入

情
報
共
有
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
可
能
な
建
設
業
向
け
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
社
内
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
だ
け
で
な
く
、
重
機
の

予
定
管
理
、
案
件
の
デ
ー
タ
、
写
真
・
動
画
共
有
、
進

捗
管
理
な
ど
、
業
務
の
共
有
や
情
報
の
一
元
化
が
可
能

に
な
っ
た
。
当
初
は
戸
惑
う
社
員
も
多
か
っ
た
が
、
高

齢
社
員
も
徐
々
に
使
い
方
に
慣
れ
て
き
て
、
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

②
健
康
管
理
の
徹
底

腰
痛
予
防
や
身
体
負
荷
の
軽
減
を
目
的
に
、
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
※
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

長
時
間
同
じ
姿
勢
を
維
持
す
る
作
業
で
も
快
適
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
体
力
消
耗
が
抑
制
さ
れ
、
作
業
効
率

が
改
善
し
た
。

ま
た
、熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、当
初
は
電
動
フ
ァ

ン
つ
き
作
業
服
を
支
給
し
た
が
、
近
年
は
各
社
員
が
自

分
に
合
っ
た
対
策
を
取
れ
る
よ
う
、
熱
中
症
対
策
費
を

６
月
〜
９
月
ま
で
毎
月
定
額
で
支
給
し
て
い
る
。

社
員
の
健
康
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
戦
力
の
維
持

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
全
国
健
康
保
険
協
会
佐
賀
支
部

の「
が
ば
い
健
康
企
業
宣
言
」に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
優

良
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。
60
歳
以
上
の
社
員

株式会社 植松建設

※　�アシストスーツ……身体に装着し、モーターや外骨格などで身体の動きをサポートし負担を軽減する器具
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「がばい健康企業宣言」優良企業認定証
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に
は
骨
粗
し
ょ
う
症
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
就
業
時
間
内
で
の
二
次
健
康
診
断
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
、血
圧
計
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
年
に
１
回
開
催
し
て
い
る「
健
康
研
修
」に
は

全
社
員
が
参
加
し
、
専
門
家
に
よ
る
講
習
を
受
け
る
な

ど
、
多
彩
な
健
康
管
理
の
取
組
み
に
よ
り
、
社
員
の
健

康
意
識
が
向
上
し
た
。

③
安
全
管
理
の
推
進

毎
日
、
安
全
朝
礼
を
実
施
し
て
お
り
、
社
長
が
訓
示

を
行
っ
た
後
、
社
長
自
ら
気
に
な
る
社
員
に
声
を
か
け

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
朝
礼
の
ス
タ
ー
ト
に
す
る
こ

と
で
、
朝
礼
の
雰
囲
気
が
一
新
さ
れ
た
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

①
農
業
法
人
の
設
立

「
地
元
の
耕
作
放
棄
地
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
」

と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
２
０
２
３
年
に
農
業
法
人
を

設
立
。
負
担
が
決
し
て
軽
く
は
な
い
建
設
現
場
で
業
務

を
行
う
高
齢
社
員
に
と
っ
て
、「
建
設
現
場
と
農
作
業

を
行
き
来
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
」、「
建
設
現
場
か

ら
徐
々
に
農
作
業
へ
無
理
な
く
移
行
し
て
い
け
る
」
と

い
う
職
場
環
境
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
い
る
。

②
若
手
の
採
用 

高
校
生
の
会
社
訪
問
や
工
事
現
場
見
学
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
実

績
は
ま
だ
出
て
い
な
い
が
、
高
卒
か
ら
建
設
系
専
門
学

校
へ
の
進
学
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、

会
社
の
姿
勢
を
社
内
外
に
示
し
て
い
る
。

（
５
）
高
齢
社
員
の
声　

堤つ
つ
み

直な
お

弘ひ
ろ

さ
ん（
71
歳
）は
58
歳
の
と
き
に
入
社
。
入

社
以
降
、
工
務
課
で
建
築
の
施
工
管
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
。

「
会
社
と
い
う
組
織
で
は
多
く
の
場
合
、
自
分
の
考

え
を
い
え
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
会
社
は

思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
風
通
し
が
よ
い
職
場
で
、
社
員
の
資
格
取
得
に
も

積
極
的
で
あ
る
な
ど
、
社
員
に
対
す
る
会
社
の
想
い
を

感
じ
な
が
ら
毎
日
働
い
て
い
ま
す
」

建
設
現
場
の
作
業
員
と
し
て
働
く
田た

口ぐ
ち

恵け
い

司じ

さ
ん

（
62
歳
）は
入
社
し
て
10
年
。

「
定
年
が
な
く
な
っ
て
、
身
体
が
動
く
か
ぎ
り
仕
事

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
自
分

に
合
っ
た
方
法
で
使
用
で
き
る
熱
中
症
対
策
費
は
、
お

も
に
ド
リ
ン
ク
に
使
っ
て
い
ま
す
」

同
じ
く
建
設
現
場
で
働
く
中な

か

村む
ら

茂し
げ

春は
る

さ
ん（
61
歳
）

は
「
入
社
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
休
み
が
取
り
や
す

い
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

（
６
）
今
後
の
課
題

今
後
、
人
事
評
価
制
度
と
賃
金
制
度
を
さ
ら
に
改
善

し
、
若
手
人
材
の
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
組
み
に
注

力
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
設
立
し
た
農

業
法
人
の
業
務
の
拡
大
を
目
ざ
し
て
い
く
と
い
う
。
農

業
法
人
事
業
は
、
将
来
的
に
高
齢
社
員
の
活
躍
の
場
と

な
る
こ
と
を
見
す
え
た
取
組
み
で
あ
り
、
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
対
応
策
の
一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
を
構
築
し
、経
営
理
念
で
あ
る「
互
恵
」の
精
神

の
具
現
化
を
目
ざ
し
て
、同
社
の
飽
く
な
き
挑
戦
は
続
く
。
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令和 6 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

中村茂春さん（61歳）

堤直弘さん（71歳）

田口恵司さん（62歳）


